
北
ア

ル
プ

ス
展

望
の

里
・

花
と

ハ
ー

ブ
の

里
・

あ
づ

み
野

池
田

町

「
日

本
で

最
も

美
し

い
村

」
連

合
加

盟

A
zum
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池
田

町
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N
P

O
法

人
「

日

本
で

最
も

美
し

い
村

」
連

合
に

加
盟

し
て

い
ま

す
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主
な

内
容

平
成

2
6
年
度
　決

算
報
告
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2
～

4

1
1
月
は
虐
待
防
止
月
間
で
す
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

5

交
通
安
全
防
犯
町
民
大
会
ポ
ス
タ
ー
標
語
紹
介
・・・・・・・・・・・・・・・・・

6

あ
き
び
ん
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

7

消
防
署
だ
よ
り
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

9

豊
か
な
田
園
風
景
…

ド
ロ

ー
ン

で
撮

影
し

た
稲

刈
り

前
の

田
園

。

米
ど

こ
ろ

池
田

の
豊

か
さ

が
伝

わ
り

ま
す

。

（
関
連
記
事

1
3

ペ
ー
ジ
）



一
般
会
計

概
略

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

総
額
47
億
5
９
5
９
万
円
（
前
年
度
比
約
3.7
％

減
）
、
歳
出
総
額
が
45
億
9
４
6
７
万
円
（
前
年

度
比
約
5.8
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
か
ら
歳

出
を
差
し
引
い
た
形
式
収
支
は
1
億
6
４
9
２
万

円
（
前
年
度
比

153
・
2
％
増
）
で
す
が
、
形
式
収

支
に
は
繰
越
事
業
の
財
源
と
し
て
平
成
27
年
度
へ

繰
り
越
す
財
源
１
億
１
7
４
１
万
円
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
除
い
た
実
質
的
な
収
支

（
純
剰
余
金
）
は
4
７
５
1
万
円
（
前
年
度
比

11.3

％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

当
町
の
財
政
状
況
と

今
後
の
見
通
し

依
然
と
し
て
厳
し
い
行
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
、
実
質
公
債
費
比
率

は
前
年
度
よ
り
0.8
％
減
の
5.5
％
と
な
り
7
年
連
続

し
て
18
％
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
般

会
計
の
町
債
残
高
は
高
瀬
中
学
校
大
規
模
改
修
等

に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
2
億
1
９
6
５
万
円
（
5.0

％
）
増
の
45
億
9
１
１
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
ま
ち
な
か
活
性
化
に
向
け
社
会
資

本
総
合
整
備
事
業
が
行
わ
れ
、
ま
た
総
合
体
育
館

耐
震
補
強
改
修
等
の
老
朽
施
設
の
改
修
の
時
期
が

き
て
い
ま
す
の
で
、
基
金
積
立
等
に
よ
っ
て
計
画

的
に
財
源
を
確
保
し
、
で
き
る
限
り
町
債
に
頼
ら

な
い
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

景
気
は
、
こ
の
と
こ
ろ
一
部
に
暗
さ
も
み
ら
れ

ま
す
が
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
ま

す
。
先
行
き
に
つ
い
て
は
雇
用
・
所
得
環
境
の
改

善
傾
向
が
続
く
な
か
で
、
各
種
政
策
の
効
果
も
あ

っ
て
緩
や
か
に
回
復
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
海
外
景
気
の
下
振
れ
な
ど

景
気
の
下
押
し
す
る
リ
ス
ク
や
金
融
資
本
市
場
の

変
動
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
り
、
当
町
一
般
会
計

歳
入
全
体
の
40
・
8
％
を
占
め
る
地
方
交
付
税
を

は
じ
め
、
譲
与
税
・
交
付
金
、
国
庫
・
県
支
出
金

な
ど
国
・
県
へ
依
存
し
て
い
る
財
源
が
多
い
の

で
、
今
後
も
国
の
予
算
お
よ
び
地
方
財
源
対
策
が

ど
の
よ
う
な
方
針
と
な
る
か
、
動
向
を
引
き
続
き

注
視
し
て
い
き
ま
す
。

会　計　名 平成 26 年度 平成 25 年度 比較

①歳入 47 億 5,959 万円 49 億 4,468 万円 △ 1 億 8,509 万円

②歳出 45 億 9,467 万円 48 億 7,955 万円 △ 2 億 8,488 万円

③形式収支（①－②）
1 億 6,492 万円 6,513 万円 9,979 万円単純にその年度の歳入決算額から歳出決算額を差

引いたもの。

④翌年度に繰越すべき財源
1 億 1,741 万円 1,156 万円 1 億 585 万円翌年度に繰り越した事業の財源として用途が決まっ

ているお金。複数年にかけて行われる事業のお金。

⑤実質収支（③－④）

4,751 万円 5,357 万円 △ 606 万円形式収支から翌年度に繰り越すべき財源（繰越明許

費等）を控除したもの。これがプラスとなれば黒字

で、マイナスとなれば赤字です。

⑥単年度収支
△ 606 万円 212 万円 △ 818 万円当該年度の「実質収支－前年度の実質収支」。当該

年度だけの収支を把握することができます。

一般会計決算収支の状況

平
成
26
年
度　

決
算
報
告

広報いけだ 2



議会・商工・労働・災害復旧費
1 億 8,279 万円（4.0%）

民生費
14 億 5,909 万円

（31.8%）

公債費
4 億 8,685 万円

（10.6%）

総務費
6 億 5,355 万円

（14.2%）

教育費
4 億 2,403 万円

（9.2%）

   土木費
4 億 9,147 万円

             （10.7%）

農林水産業費
2 億 8,192 万円（6.1%）

衛生費
2 億 5,297 万円（5.5%）

歳出

歳　入
47 億 5,959 万円

歳　出
45 億 9,467 万円

地方譲与税、地方消費税交付
金、自動車取得税交付金など
1 億 9,803 万円（4.2%）

町税
9 億 1,534 万円

　　　　（19.2%）

繰入金、繰越金、
諸収入など
2 億 6,840 万円（5.6%）

使用料および
手数料
7,009 万円

（1.5%）

地方交付税
19 億 4,406 万円（40.8%）

　　町債
6 億 7,060 万円

　　　（14.1%）

国庫支出金
4 億 1,950 万円（8.8%）

県支出金
2 億 7,357 万円（5.8%）

自主
財
源
　 26.3％

　依

存

財

　源
　　　　　　73.7％

歳入

消防費
3 億 6,200 万円

（7.9%）

広報いけだ 3

前年度比増加した主な科目と要因

【土木費】5,835 万円（13.5％）増
　道路改良事業など
【消防費】2 億 173 万円（125.9％）増
　消防団拠点施設設備事業など

前年度比減少した主な科目と要因

【総務費】2 億 7,218 万円（29.4％）減
　防災対策事業など
【農林水産業費】1 億 2,618 万円（30.9％）減
　農業体質強化基盤整備促進事業など
【教育費】9,065 万円（17.6％）減
　学校施設整備事業など
【公債費】8,864 万円（15.4％）減
　繰上償還元金など

前年度比増加した主な科目と要因

【配当割交付金】285 万円（89.0％）増
　配当割交付金
【地方消費税交付金】2,203 万円（23.5％）増
　地方消費税交付金
【財産収入】98 万円（9.6％）増
　不動産売払収入
【町債】8,270 万円（14.1%）増
　緊急防災・減債対策事業債

　前年度比減少した主な科目と要因

【町税】929 万円（1.0％）減
　町民税・町たばこ税
【自動車取得税交付金】1,097 万円（64.0％）減
　自動車取得税交付金
【地方交付税】1,994 万円（1.0％）減
　地方交付税
【国庫支出金】1 億 1,868 万円（22.1％）减
　地域の元気臨時交付金など
【繰入金】6,362 万円（81.7％）減
　減債基金繰入金など
【繰越金】4,622 万円（54.8％）减
　繰越明許費繰越金



池
田
町
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か
に
5
つ
の
特
別

会
計
と
水
道
事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
会
計

は
町
が
特
定
目
的
の
事
業
を
行
う
場
合
に
事
業
収
入
を

支
出
に
充
て
る
た
め
、
一
般
会
計
と
区
別
し
て
い
る
も

の
で
す
。

主
な
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計
の

前
年
度
比
較

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
国
庫
支
出
金
の
収

入
が
5.1
％
増
加
、
県
支
出
金
が
5.2
％
減
少
し
歳
入
全
体

で
は
0.7
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
は
保
険
給
付

費
が
5.2
％
減
少
し
、
歳
出
全
体
で
3.6
％
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
、
医
療
制
度
の
改

正
に
よ
り
平
成
20
年
度
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
歳

入
は
保
険
料
収
入
と
一
般
会
計
繰
入
金
、
主
な
歳
出
は

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
で
し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
高
瀬
浄
水
園
を
は
じ

め
下
水
道
諸
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
収
入
は
下
水
道
使
用
料
、
一
般
会
計
繰
入
金
、

資
本
費
平
準
化
債
（
※
）
で
、
歳
入
全
体
で
は
2.2
％
増

加
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
歳
出
は
公
債
費
、
汚
水
処
理

場
維
持
管
理
費
、
汚
水
処
理
費
で
、
歳
出
全
体
で
は

2.2
％
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
広
津
地
区
の
給
水

事
業
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
歳
入
は
水
道
使
用
料
と
一

般
会
計
繰
入
金
、
主
な
歳
出
は
簡
易
水
道
事
業
管
理
経

費
、
公
債
費
で
し
た
。

水
道
事
業
会
計
は
、
地
方
公
営
企
業
会
計
基
準
の

見
直
し
に
よ
り
収
益
的
収
入
は
12
・
9
％
、
収
益
的
支

出
は
25
・
3
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

※
公
営
企
業
の
起
債
（
借
金
）
は
そ
の
事
業
で
生
じ
る

収
益
で
返
済
す
る
の
が
原
則
で
す
。
し
か
し
、
下
水
道

事
業
の
よ
う
に
は
じ
め
に
多
額
の
設
備
投
資
を
実
施
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
処
理
を
行
う

世
帯
は
後
か
ら
徐
々
に
増
え
て
い
く
よ
う
な
事
業
で

は
、
始
め
は
借
金
返
済
の
原
資
が
あ
り
ま
せ
ん
し
、
世

帯
数
が
少
な
い
状
態
で
原
則
を
貫
く
と
初
期
の
利
用
者

に
過
大
な
利
用
料
金
の
負
担
を
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
借
金
返
済
が
料
金
収
入
に
見
合
っ
た

形
で
行
え
る
よ
う
に
施
設
の
耐
用
年
数
を
踏
ま
え
た
上

で
、
最
初
に
行
っ
た
起
債
の
返
済
財
源
と
し
て
発
行
で

き
る
起
債
を
資
本
費
平
準
化
債
と
い
い
ま
す
。

特別会計の収支状況
会　計　名 歳 　入 歳　　出

うち一般会計繰入金       
および基金繰入金

国民健康保険 11 億 6,958 万円 6,247 万円 11 億 896 万円

後期高齢者医療 1 億 1,901 万円 3,400 万円 1 億 1,847 万円

下水道事業 5 億 4,005 万円 1 億 9,255 万円 5 億 3,853 万円

簡易水道事業 1,217 万円 747 万円 1,209 万円

工場誘致等 609 万円 0 万円 0 万円

水道事業会計の収支状況
区　　　　分 収　入 支　出

収益的収支 2 億 5,934 万円 2 億 189 万円

資本的収支 236 万円 9,454 万円

問
い
合
せ
先

　

総
務
課
財
政
係　

    

℡
62
‐
３
１
３
１
（
代
表
）

特
別
会
計
と
水
道
事
業
会
計

広報いけだ 4



問い合せ先　池田町こども支援センター　℡ 61-5000

広報いけだ 5



第 27 回交通安全防犯町民大会（9 月）で募集した交通安全・防犯ポスターと標語の最優秀作品を紹介します。

第27回池田町交通安全防犯町民大会ポスター・標語最優秀作品

交通安全　小学生の部

会染小 6 年　小林 柊
し ゅ う

羽さん

交通安全　中学生の部

高瀬中 1 年　前田由
ゆ い か

衣花さん

防犯　小学生の部

池田小 5 年　勝山 瑚
こ ゆ き

雪さん

防犯　中学生の部

高瀬中２ 年　加藤 彩
さ え

愛さん

池田町　交通安全　守るまち
交通安全　小学生の部

池田小 4 年　帯刀 優
ゆ う と

斗さん

ポスターコンクール最優秀賞

標語コンクール最優秀賞

忘れるな　冷汗かいた　あの瞬間 交通安全　中学生の部

高瀬中 3 年　宮澤 昂
こうだい

大さん

ゆとりの気持ちと車間距離　しっかり保って安全運転 交通安全　一般の部

池田町消防団第 5 分団 1 部

のらないよ　しらないひとの　くるまには
防犯　小学生の部

会染小１年　矢口 優
ゆ う か

花さん

気のゆるみ　空巣がねらう　その瞬間
防犯　中学生の部

高瀬中 1 年　寺島 古
こ と

都さん

ちょっと待て　うまい話に　ワナがある
防犯　一般の部

加賀 陽子さん

広報いけだ 6

リハビリの専門家による肩・腰・膝を守るためのお話と実技
３週にわたりそれぞれの部位に分けてお話しいただきます。参加費無料、申込不要ですので、お気軽にご参加ください。

講師：北アルプス医療センター　あづみ病院　理学療法士　大羽明美さん

会場：池田町総合福祉センター　やすらぎの郷　２階大会議室

時間：いずれの開催日も午後６時３０分から

※持ち物は、自分の体の動く範囲を確認するために使用します。ある方はお持ちください。

開　催　日 内　容 持ち物

１回目 １１月２０日 ( 金 ) 肩

２回目 １１月２７日 ( 金 ) 腰 ものさし（30 ㎝）

３回目 １２月　４日 ( 金 ) 膝 ものさし（30 ㎝）

問い合せ先　福祉課　健康づくり係　℡ 61-5000

はつらつスタンプ事業の対象となります。
スタンプカードお持ちの方は忘れずにお持ちください。



http://www.glass-3r.jp

　安全性、品質特性に優れたびんは、飲料容器として広く利用されています。町では無色・茶色・
その他の色の 3 種類に分別されたびんが年間約 62 トン（平成 26 年度）が回収され、リサイクル
業者へと運ばれます。ガラスびんは、新しいびんの原料に再利用されますが、最近、びんの分別収
集で陶器類や耐熱ガラスなどのガラスびん以外の異物が混入するケースが見られます。異物が混入
すると品質が大きく低下しリサイクルに多大な影響がでます。円滑なリサイクルが行えるよう、適
正なびんの排出にご協力をお願いします。

問い合せ先　住民課生活環境係　℡ 62-2203

広報いけだ 7



詳細は池田町営農支援センターへお問い合わせください

【問い合せ先】池田町営農支援センター　℡ 62-3127

農地のことは、ぜひ、『長野県知事』指定の
長野県農地中間管理機構にお任せください

※長野県では、（公財）長野県農業開発公社を『農地中間管理機構』に指定しました

広報いけだ 8

農
地
の
借
受

農
地
の
貸
付

■皆さんは『農地』に関する次のような悩みはありませんか。
❖「経営規模を縮小したいけど、残った農地の管理はどうしようかなぁ」
❖「子どもたちは勤めが忙しく、当分の間は農業に従事しないなぁ」
❖「地域の担い手に農地を貸しても良いけど、誰に貸したら良いのか分からな
いなぁ」

このような皆さんの悩みを解決するのが、『長野県農地中間管理機構』です。

■『長野県農地中間管理機構』は、
❖農地を一定のルールに沿って借受け、
地域の大規模農家や新規就農者等の
皆さんに農地の転貸を行う「公的組織」
です。
❖現在、同機構への農地の貸付を希望す
る方を募集しています。
❖詳細は次のとおりです。

❖機構が農地を借り受ける年数は 10 年以上です。
❖機構が農地を貸し付ける相手（農地の受け手）は、地域・集落で作成している
「人・農地プラン」に基づき、調整が行われます。
❖賃貸借期間中は機構から農地の賃料が口座振替で確実に支払われます。

1農地貸付けまでの流れ

2機構が農地を借り受ける条件等

農地提供者
（農地の出し手）

借受希望者
（農地の受け手）

長野県農地
中間管理機構

規模縮小、離農など 規模拡大
農地の集積・集約化



秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の
お
知
ら
せ

　

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん

ぼ
」の
統
一
標
語
の
も
と
に
、11
月
９
日（
月
）

か
ら
15
日
（
日
）
ま
で
秋
の
全
国
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

  　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
暖
房
器
具
な
ど
火
気

を
扱
う
機
会
が
増
え
ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な

い
、
こ
れ
ら
を
原
因
と
す
る
火
災
が
発
生
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
秋
の
火
災
予
防
運
動
は
、

こ
の
よ
う
な
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
知
識
を
習
得
す
る

こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発
生
・
拡
大
を
防
止

し
、
火
災
か
ら
尊
い
生
命
と
貴
重
な
財
産
を

守
る
事
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　

火
災
予
防
対
策
に
お
い
て
は
、
火
の
用
心

と
と
も
に
、
早
期
に
火
災
を
発
見
す
る
こ
と

も
重
要
な
対
策
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。
こ
の

対
策
の
一
つ
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
あ
り
ま
す
。
新
築
住
宅
に
対
す
る
設
置

義
務
化
が
始

ま
っ
た
平
成

18
年
以
降
、

住
宅
火
災
に

お
け
る
死
者

数
は
減
少
を

続
け
て
い
る

な
ど
、
一
定
の

効
果
が
現
れ

て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
家
庭
に
お
け
る
出
火
防
止
や
消

火
・
避
難
等
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
安
全

装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
る
暖
房
器
具
や
、
住

宅
用
消
火
器
な
ど
の
設
置
も
有
効
で
す
。

　　

建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
約
９
割
は
住
宅

火
災
で
発
生
し
、
そ
の
う
ち
の
約
６
割
が
逃

げ
遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
死
者
が
発
生
し

た
火
災
を
時
間
帯
別
に
見
る
と
、
夜
間
の
睡

眠
時
間
帯
に
お
け
る
死
者
が
約
半
数
を
占
め

て
い
ま
す
。
特
に
、
高
齢
者
の
方
や
体
の
不

自
由
な
方
は
、
健
常
な
方
よ
り
避
難
の
開
始

や
避
難
の
速
度
が
遅
く
な
り
が
ち
で
す
。
高

齢
化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
と
い
う
予
想

か
ら
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
今
後
と
も

死
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

住
宅
防
火
10
の
ポ
イ
ン
ト

　

火
災
を
早
期
に
発
見
し
、
か
け
が
え
の
な

い
生
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
も
、
住
宅

防
火
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
火
災
を
身
の
ま
わ
り
か
ら

出
さ
な
い
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
次
の
住
宅

防
火
10
の
ポ
イ
ン
ト
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

・
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
せ
ず
、

　

た
ば
こ
の
火
は
し
っ
か
り
消
す
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
付
近
に
は
燃
え
や
す
い
も
の

　

を
置
か
ず
、
給
油
す
る
と
き
は
火
を
消
す
。

・
料
理
を
し
て
い
る
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ

　

ず
、
離
れ
る
と
き
は
火
を
消
す
。

・
家
の
周
り
は
整
理
整
頓
を
し
、
放
火
さ
れ

　

な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

・
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い
。
ま

　

た
、
た
き
火
を
す
る
と
き
は
消
火
用
具
の

　

準
備
を
す
る
。

・
子
ど
も
に
は
火
遊
び
を
さ
せ
な
い
。

・
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線

　

を
や
め
る
。
ま
た
、
コ
ー
ド
の
上
に
は
重

　

い
も
の
を
の
せ
な
い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
に
は
ホ
コ
リ
を
付
着
さ

　

せ
な
い
。

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
な
ど
を
設
置
し
、
寝

　

具
や
カ
ー
テ
ン
な
ど
は
防
炎
製
品
を
使
用

　

す
る
。

・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
近
所

　

同
士
で
助
け
合
う
関
係
を
築
く
。

１
１
９
番
通
報
に
つ
い
て

　

ま
た
、
11
月
９
日
は
「
１
１
９
番
の
日
」

で
す
。
今
日
で
は
、
緊
急
電
話
の
代
名
詞
と

な
っ
て
い
る
「
１
１
９
番
」
で
す
が
、
消
防
隊

や
救
急
隊
が
迅
速
に
災
害
現
場
に
到
着
す
る

た
め
に
は
、
住
所
や
災
害
の
内
容
な
ど
の
正

し
い
通
報
が
必
要
で
す
。

　

火
災
や
急
病
・
け
が
な
ど
、
目
の
前
で
火

災
や
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
誰
で
も

気
が
動
転
し
興
奮
し
た
状
態
に
な
り
が
ち

で
す
。
１
秒
を
争
う
時
で
も
落
ち
着
い
て　

１
１
９
番
通
報
で
き
る
よ
う
に
、
電
話
の
そ

ば
に
「
自
宅
の
住
所
、
電
話
番
号
、
名
前
、

目
標
と
な
る
建
物
な
ど
」
を
記
入
し
た
メ
モ

な
ど
を
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

携
帯
電
話
の

普
及
に
伴
い
、

携
帯
電
話
か
ら

の
１
１
９
番
通

報
も
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
で
は
、

通
報
者
が
住
所
を
知
ら
な
い
場
合
や
電
池
切

れ
、
電
波
状
態
の
不
良
に
よ
る
話
し
中
の
途

切
れ
な
ど
か
ら
、
災
害
現
場
の
地
点
判
断
に

時
間
を
要
し
て
、
消
防
隊
や
救
急
隊
の
到
着

が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
通
報
す
る
場

合
は
、
付
近
の
目
標
と
な
る
建
物
や
住
居
表

示
板
な
ど
で
住
所
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
１
１
９
番
通
報
に
際
し
て
は
、
通

報
さ
れ
る
ご
自
身
の
安
全
が
第
一
で
す
。
落

ち
着
い
て
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
、
安
全
な

場
所
か
ら
通
報
す
る
と
と
も
に
、
通
報
後
も

安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

※
聴
覚
ま
た
は
言
語
に
障
が
い
を
お
持
ち
の

方
へ
…

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
１
１
９
・
メ
ー
ル
１
１
９
番
通
報

の
利
用
登
録
は
、
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
せ
先　

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

℡
22
‐
０
１
１
９　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
‐
４
３
０
３

http://w
w

w
.kita-alps.om

achi.nagano.jp

消防署だより 北アルプス広域南部消防署　℡６２－０１１９
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☆開館時間  火・・・・・・午後    1 時 ~ 午後 6 時
  水・木・金・・午前 10 時 ~ 午後 6 時
		   土・日・・・・午前 10 時 ~ 午後 5 時
☆11月の休館日	 2 . 9 . 1 6 . 2 3 . 2 4 . 3 0 日

（24 日は月末館内整理休館です）

その他の新着書
うずら大名　　　　　　畠中　恵
霧（ウラル）　　　　　桜木紫乃
虚栄　　　　　　　　　久坂部羊
虚人の星　　　　　　　島田雅彦
空海　　　　　　　　　高村　薫
鮫言　　　　　　　　　大沢在昌
嫌老社会を超えて　　　五木寛之
我が家のヒミツ　　　　奥田英朗
惑星カロン　　　　　　初野　晴
ぱれーど　　　　　　　山村浩二

検証・御嶽山噴火　
信濃毎日新聞社 編集

秋葉原先留交番ゆうれい付き
西條奈加

ここは私たちのいない場所
白石一文

べつの言葉で　ジュンパ・ラヒリ

ながぐつボッチャ～ン
軽部武宏

　天空の約束
川端 裕人 作

（集英社）
　
　身の回りの空間の気候、
すなわち〈微気候〉の研究者、
八雲助壱。彼が、元教え子と
共に「雲の倶楽部」なる会員
制のバーを訪れると、不思
議な小瓶を預かることに。

芸術がわからなくても
美術館がすごく楽しくなる本
‐知識がなくてもできる教養の磨き方

藤田 令伊 著
（秀和システム）

　今すぐできて、自分のも
のの感じ方や見方が驚く
ほど変わる方法を紹介。

じどうしゃトロット
ユリ・シュルヴィッツ さく・え

金原 瑞人 やく
（そうえん社）

新 着 書 ピ ッ ク ア ッ プ

☆２０１５・読書週間標語☆
『いつだって、読書日和』10/27( 火 )-11/9( 月 )

　
　日暮れが早くなりました。秋の夜長に読書はいかがですか。
　当図書館の約 7 万冊の本は、あなたに読んでもらうチャンスを
待っています。どうぞおでかけください。

力
を
出
し
切
っ
た
運
動
会

　

９
月
19
日
（
土
）
、
秋
晴
れ
の
気
持
ち

の
よ
い
天
候
の
も
と
、
校
庭
大
運
動
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
練
習
期
間

中
に
雨
が
続
き
、
こ

れ
ほ
ど
雨
に
た
た
ら

れ
た
運
動
会
は
経
験

し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
外
で
の
練

習
は
、
ほ
と
ん
ど
で

き
な
い
状
況
で
し
た
。

し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
目
標

に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、
本

番
は
、
十
分
な
練
習
が
で
き
な
か
っ
た
こ

と
を
感
じ
さ
せ
な
い
動
き
で
、
一
人
ひ
と

り
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

一
・
二
年
生
は
、
今
年
は
玉
入
れ
の
前

に
コ
ミ
カ
ル
な
ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
、
観

衆
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
か
わ
い

ら
し
く
踊
る
姿
に
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

　

三
・
四
年
生
は
、

ボ
ン
ボ
ン
を
利
用

し
て
の
リ
ズ
ム
ダ

ン
ス
。
子
ど
も
た

ち
は
ス
ピ
ー
ド
感

豊
か
に
踊
り
、
満

足
に
満
ち
溢
れ
た

表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

五
・
六
年
生
の
「
友
情
の
糸
～
あ
な
た

と
わ
た
し
～
」
は
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る

構
成
で
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
組
体
操
で
し

た
。
子
ど
も
た
ち
の
表
現
を
支
え
た
ア
ナ

ウ
ン
ス
と
共
に
見
て
い
た
私
た
ち
に
大
き

な
感
動
を
く
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
最
後
の
運
動
会
を
終
え
た
六
年

生
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

　

運
動
会
を
通
し
て
、
ま
た
一
つ
成
長
し

た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

会　染　小　学　校

　小さいけれど、大
きな冒険がだいす
きさ！元気な小型車
トロットが走って、走
って大活躍します。
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運
動
会
が
終
わ

っ
た
後
、私
は「
何

か
」を
感
じ
た
。特

に
感
じ
た
の
は
組

体
操
の
後
だ
っ
た
。

　

昨
年
は
こ
ん
な

こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
、私

は
な
お
さ
ら
気
に
な
り
、そ
の「
何

か
」の
正
体
を
つ
き
と
め
る
こ
と
に
し

た
。…
中
略
…
。

　

私
は
正
体
を
見
や
ぶ
っ
た
。組
体

操
の
学
年
目
標
は「
け
が
な
く
安
全

に
、そ
し
て
前
日
に
明
日
が
楽
し
み

と
思
え
る
よ
う
な
組
体
操
」だ
。実

際
に
私
は
、前
日
に
組
体
操
が
と
て

も
楽
し
み
だ
っ
た
。そ
れ
に
、本
番
は

誰
一
人
と
し
て
け
が
な
く
、み
ん
な

が
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

ズ
バ
リ
、私
の
感
じ
た「
何
か
」と

は
満
足
感
の
こ
と
だ
。あ
る
こ
と
を

成
し
遂
げ
る
。つ
ま
り
、組
体
操
の

目
標
を
達
成
さ
せ
る
。そ
れ
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た

「
何
か
」
は

満
足
感
の
こ

と
だ
っ
た
。

　

運
動
会
は
、

私
の
白
組
が

負
け
て
し
ま

っ
て
悔
し
か

っ
た
。

し
か
し
、心
の
中
で
は
満
足
し
て
い

た
。帰
り
の
会
の
時
、み
ん
な
が
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
帰
ろ
う
と
し
な
か
っ

た
の
は
、き
っ
と
気
持
ち
が
一
つ
に
な

り
、満
足
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。私
の

小
学
校
生
活
最
後
の
運
動
会
は
、今

ま
で
と
は
違
う
運
動
会
と
な
っ
た
。



◆
活
動
の
窓
◆

■
池
田
町
公
民
館
大
会

　
　
　
　

豪
華
講
演
・
公
演
２
本
立
て

　

９
月
12
日
、
町
公
民
館
で
町
公
民
館

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
町
制
施
行
１
０
０
周
年
・

合
併
60
周
年
を
記
念
し
海
洋
冒
険
家
の

白
石
康
次
郎
氏
の
講
演
と
和
太
鼓
チ
ー

ム
阿
羅
漢
（
あ
ら
は
ん
）
の
公
演
と
い

う
豪
華
な
内
容
で
開
催
し
、
約
２
２
０

人
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
白
石
氏
の
公
演
で
は

「
夢
、
挑
戦
、
そ
し
て
人
と
の
つ
な
が

り
」
と
題
し
、
ヨ
ッ
ト
を
通
じ
て
感
じ

た
世
界
の
中
の
「
日
本
」
や
、
自
身
の

育
っ
た
環
境
か
ら
導
き
出
し
た
子
ど
も

達
へ
の
教
育
の
在
り
方
な
ど
を
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
公
演
を
行
っ
た
阿
羅
漢
は

池
田
町
で
活
躍
す
る
太
鼓
チ
ー
ム
信
州

天
野
会
が
師
事
し
た
天
野
宣
氏
の
弟
子

達
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

今
回
は
故
天
野
宣
氏
の
追
悼
と
い
う

こ
と
で
ご
出
演
い
た
だ
き
、
師
範
で
あ

る
前
田
タ
ク
ヤ
氏
の
下
、
亡
き
師
範
に

引
け
を
取
ら
な
い
演
奏
で
会
場
を
沸
か

せ
ま
し
た
。

問
い
合
せ
先

　

池
田
町
公
民
館　

℡
62
―
２
０
５
８

■
第
65
回
大
北
縦
断
駅
伝
大
会

　

９
月
13
日
、
池
田
町
福
祉
会
館
か
ら

小
谷
村
役
場
の
間
で
第
65
回
大
北
縦
断

駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

池
田
町
チ
ー
ム
の
選
手
８
名
も
小
谷

村
役
場
を
目
指
し
て
、
た
す
き
を
つ
な

ぎ
、
４
９
．
７
㎞
を
走
り
ぬ
き
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
工
事
の
関
係
で
従
来
の
コ

ー
ス
か
ら
変
更
と
な
り
、
タ
イ
ム
も
参

考
記
録
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

３
時
間
12
分
15
秒
で
５
位
入
賞
と
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

　

沿
道
か
ら
温
か
い
ご
声
援
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
第
43
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
・
第
26

回
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

大
会　

合
同
閉
幕
式

　

９
月
17
日
に
町
制
施
行
１
０
０
周

年
・
合
併
60
周
年
を
記
念
し
、
両
リ
ー

グ
合
同
の
閉
幕
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
Ａ
・
Ｂ
リ
ー
グ

の
18
チ
ー
ム
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
か
ら
は
９
チ
ー
ム
の
選
手
が
集
ま

り
、
各
チ
ー
ム
の
健
闘
を
称
え
、
盛
大

な
閉
幕
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

両
大
会
長
で
あ
る
勝
山
隆
之
町
長

は
、
「
１
０
０
周
年
の
節
目
を
契
機
に

ス
ポ
ー
ツ
で
絆
を
深
め
、
皆
で
支
え
る

町
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
」
と
祝
福
の
言

葉
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

Ａ
リ
ー
グ

　

優　

勝　

堀
の
内

　

準
優
勝　

三
丁
目

　

３　

位　

滝　

沢

Ｂ
リ
ー
グ

　

優　

勝　

吾
妻
町

　

準
優
勝　

五
丁
目

　

３　

位　

和　

合

◇
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

優　

勝　

一
丁
目

　

準
優
勝　

三
丁
目

　

３　

位　

鵜　

山

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
報
奨
金
実
績
報
告

ス
ポ
ー
ツ
振
興
報
奨
金
と
は

　
池
田
町
に
お
住
ま
い
で
ス
ポ
ー
ツ
で

県
ブ
ロ
ッ
ク
よ
り
も
上
位
の
大
会
へ
出

場
す
る
方
等
を
対
象
に
報
奨
金
を
お
渡

し
す
る
制
度
で
す
。

■
２
０
１
５　

Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
競
技
大
会

開
催
日
：
８
月
17
日

開
催
地
：
東
京
都
江
東
区　

　
　
　
　

辰
巳
国
際
水
泳
場

出
場
者
：
小
保
内
壮
太
さ
ん
（
林
中
）

結　

果
：
自
由
形
50
ｍ

　
　
　
　
　

予
選　

12
位　
　
　
　

　
　
　
　

平
泳
ぎ
50
ｍ

　
　
　
　
　

予
選　

７
位
通
過

　
　
　
　
　

決
勝　

７
位　

感
想
等

　
　

平
泳
ぎ
で
は
決
勝
ま
で
進
む
こ
と

　

が
で
き
た
が
、
表
彰
台
に
上
が
る
こ

　

と
が
で
き
ず
残
念
だ
っ
た
。
憧
れ
の

　

辰
巳
国
際
水
泳
場
で
泳
ぐ
こ
と
が
で

　

き
、
良
い
経
験
が
で
き
た
。

　
　

来
年
は
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

で
こ
の
舞
台
に
立
ち
た
い
で
す
。

問
い
合
せ
先

　
　

総
合
体
育
館　

℡
62
―
７
６
５
４

総
合
体
育
館
よ
り

白石康次郎氏の講演

阿羅漢の公演

小谷村を目指してスタート

大会長から表彰を受ける選手
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◆
今
月
の
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
リ
レ
ー　
　

担
当
：
総
合
体
育
館　

川
田

　

町
民
に
よ
る
運
動
意
識
向
上
の
為
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
！

　

今
月
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
挑
戦
者
の
面
々
で
す
。ご

覧
あ
れ
！

　

番
外
編
で
す
が
、南
台
の
自
治
会
の
皆
さ
ん
が
独
自

に
購
入
し
た
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
で
体
験
会
を
催
し
、講

師
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。初
め
て
の

ボ
ー
ル
体
験
に
み
な
さ
ん
ワ
ク
ワ
ク
の
様
子
。バ
ラ
ン
ス

ボ
ー
ル
リ
レ
ー
南
台
版
が
動
き
出
す
！
か
も
！
？

　

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
のFacebook

ペ
ー
ジ
で

は
、詳
し
い
リ
レ
ー
の
様
子
が
ど
な
た
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

https://w
w

w
.facebook.com

/balanceballrelay

◆
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
収
穫
作
業
を
取
材

担
当
：
観
光
協
会　

鈴
木 

　

北
ア
ル
プ
ス

を
臨
む
青
木
原

の
丘
に
ブ
ド
ウ

畑
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。９
月
に
行

わ
れ
た
ワ
イ
ン

用
ブ
ド
ウ
の
収

穫
作
業
を
取
材

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、白
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
品

種
で
あ
る
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
・
ブ
ラ
ン
の
収

穫
。一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
手
摘
み
で
作
業
し

ま
す
。

　

収
穫
の
翌
日
に
は
、安
曇
野
市
の
ス
イ

ス
村
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
除
梗
破
砕
機
に
か
け

ら
れ
ジ
ュ
ー
ス
状
に
な
り
ま
す
。

　

タ
ン
ク
で
発
酵
さ
せ
た
後
、フ
レ
ッ
シ
ュ

な
内
に
瓶
に
詰
め
ら
れ
12
月
に
は
店
頭
に

並
び
ま
す
。

　

池
田
町
青
木
原
で
は
20
年
以
上
に
渡
っ

て
ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

寒
暖
の
差
が
大
き
い
気
候
と
水
は
け
の

良
い
地
形
の
た
め
、ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の

栽
培
に
は
最
適
な
環
境
だ
そ
う
で
す
。

熟
成
さ
せ
た
外
国
産
ワ
イ
ン
も
美
味
し
い

で
す
が
、地
元
産
な
ら
で
は
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

な
ワ
イ
ン
も
格
別
で
す
。

　

ブ
ド
ウ
畑
の
素
晴
ら
し
い
景
観
も
生
か

し
て
、池
田
産
ワ
イ
ン
の
フ
ァ
ン
を
増
や
し

て
い
け
た
ら
素
晴
ら
し
い
で
す
。

　◆活動報告（食と農のセミナー料理講習会）　　担当：観光協会 杉山

　今月も、町の様々な催しに参加しました。
　その中で、今回は農村いきいきネットワーク池田が主催する「信州
食と農のセミナー料理講習会」について報告します。ハーブや夕がお、
かんぴょうを使った料理やおやき作りの講習でした。おやきを作るの
は初めてでしたが、会員の皆さんに教えていただいて、たくさんの具
を包むコツを習得できました。やはり人と直接つながってのふれあい
はインターネットからでは得られない情報やあたたかさがあると感じ
ました。
　また、協力隊の任務から離れますが、第 65 回大北縦断駅伝大会に
第 7 区のランナーとして出場しました。軽いジョギング程度の経験し
かなかったので、かな

り不安でしたが、練習から当日のサポートまでたくさんの方に支え
られ無事走りきることができました。タイムはとても自慢できるよ
うなものではありませんが、駅伝を通じ新たな人とのつながりがで
きたことをうれしく思います。　
　池田町体協陸上クラブでは、北アルプスの美しい景色の中を一緒
に走る仲間を募集しているとのことです。小学生以上の方なら、ラ
ンニング初心者からフルマラソン完走を目指す方までどなたでも参
加できますので、興味がある方は電話 090-1865-9331( 代表：大出
さん ) までご連絡ください。

会染児童センター 帯刀益夫さん 大雪渓酒造

南台自治会花輪麗子さん

　№ 11
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　本年は、池田町町制施行 100 周年

合併 60 周年の記念すべき年。この節

目の年に創設された記念事業補助金を

活用して、町民による様々な活動が活

発に行われています。

　池田町商工会青年部では小型無人飛

行機 ( ドローン ) を使って普段見るこ

とのできないアングルから池田の観光

名所等を撮影しています。これらの映

像や写真により町の新たな魅力の発信

を行い、併せて映像集を作成し現在の

池田町を後世に残すことを目的として

います。

　どのような映

像が撮影される

のかとても楽し

みですね。

　9 月 19 日、ハーブセンターの温室

北側に無料で利用できるハーブの足湯

が設置されました。足湯は温室に使う

薪ボイラーのお湯を利用して、地下水

を加温しています。湯にはハーブセン

ターで栽培されている乾燥ラベンダー

が入れられており、ほかにはない癒や

しの足湯となっています。

　来年度以降はラベンダーだけでなく

カモミールなどのハーブを入れること

も計画しています。オープンしたばか

りの足湯につかった利用者からは、

「気持ち良くて癒される」との感想が

聞かれました。今年は 11 月末まで、

午前 10 時から午後 4 時まで利用でき

ます。（定休日：水曜日）安曇野の新

名所になりそうです。

　9 月 23 日から 24 日にかけて、池田

地区の八幡神社例大祭が開催されまし

た。23 日は町内 8 地区が所有する舞

台を地区住民が昼から夜にかけて引き

回します。県道大町明科線や八幡神社

には多くの観客が訪れ、引き回しを見

守りました。24 日は雨の降る中、上下

の 2 台の舟を若衆が引き回しました。

若衆の引き回しは力強く、舞台とはまた

違った魅力があります。八幡神社では浦

安の舞や奉

納相撲など

が 行 わ れ、

観客を楽し

ませました。池田町が誇る活気に満ち

た祭りは多くの人の思いを集めながら

今年も盛況のうちに終了しました。

八幡神社例大祭ハーブセンターに足湯がオープン ドローンで見る池田町

第三回安曇野お宝美術工芸展
（企画展示室Ａ・Ｂ） 『児玉房子ガラス絵展』

-コスタリカ賛歌 -
（於：安曇野ギャラリー）

　池田町を中心に、普段目にす
ることのない、個人所有の貴重
な作品をご覧いただけます。本
年は、池田教育の中心であった
池田学問所の文机や、池田町に
生まれた画家、歌人、教育者な
ど、当町に縁の深い作品を多く
ご紹介することが叶いました。地域の文化や芸術に身近
に接し、それらを愛することの楽しさ、尊さを改めて感
じていただけましたら幸いです。
　　　◆会期　10 月 24 日（土）～ 12 月 20 日（日）

信州池田クラフト展
（美術館ロビー）

　安曇野の豊かな風土のもと生み出されたクラフト作品
を展示・販売しています。
　陶芸、ガラス、木工など様々なジャンルで活躍する 8
名の作家やその作品を
通して、生活を彩るク
ラフト作品の魅力を紹
介します。美術館ロビー
にて開催。
　本展は入場無料です。
　　
　　◆会期　10月 31日（土）～ 11月 23日（月・祝）

「池田公園の一隅」
仁科宗一郎

過去の展示の様子
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秋
彼
岸
欠か

き
た
る
義
理
の
数
い
く
つ	

石
原　

孟　

（
鵜　

山
）

秋
祭
り
う
た
げ
の
膳ぜ

ん

に
箸は

し

並
べ	

勝
野　

雪
枝
（
鵜　

山
）

秋
深
し
食
べ
放
題
の
朝あ

さ
げ餉

か
な	

菊
島　

進　

（
滝
の
台
）

草
む
ら
に
耳
そ
ば
だ
て
て
虫
の
声	

佐
藤　

行
雄
（
南　

台
）

秋
祭
り
近
づ
く
夜よ

ご
と毎

笛
太
鼓		

巣
山
希
沙
子
（
三
丁
目
）

初は
つ
あ
き秋

の
花
の
香
み
ち
る
今
朝
の
窓	

高
林
智
恵
子
（
吾
妻
町
）

藤ふ
じ
ば
か
ま

袴
ゆ
れ
る
庭
先
昼
の
月		



中
沢

恵
（
十
日
市
場
）

一
枚
の
ま
た
一
枚
の
刈か

り
た田

か
な	

中
野　

潤
一
（
吾
妻
町
）

大
空
に
末
広
が
り
の
い
わ
し
雲	

藤
澤
美
智
子
（
吾
妻
町
）

コ
ー
ヒ
ー
の
香
に
包
ま
れ
て
秋し

ゅ
う
し思

か
な	

横
山
さ
ゆ
み
（
林　

中
）

※
今
月
の
投
稿
作
品
10
句
。
掲
載
は
氏
名
五
十
音
順
。

（
池
田
俳
句
会
選
）

1 月号掲載俳句募集

　はがきに作品1点を記入し、
11 月末日までに投稿してくだ
さい。対象は町内在住の方の
みです。作品には①地区名②
氏名③電話番号④中学生以下
の方は学校名と学年を明記し
てください。投稿多数の場合
は、選者により選考（10 句以
内）して掲載します。なお、
選者により語句の訂正等をさ
せていただく場合があります
ので、ご了承ください。
■あて先 
　〒 399-8696（住所不要）
　池田町役場総務課総務係
　℡ 62-3131

作
者
の
意
図
に
よ
り
、
あ
え
て
ふ
り
が
な
を
ふ
ら

な
い
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

再任されました。任期は、平成 27

年 10 月 1 日から平成 30 年 9 月

30 日までの 3 年間です。

●主な職務

（人権擁護委員法に基づく）

①人権相談　②人権侵害による被害

者を救済　③国民一人ひとりの人権

意識を高めるための啓発活動

●池田町地区現在の委員

・矢口和成さん（竹原）任期中　

・縣美智子さん（二丁目）任期中

・宮沢哲朗さん（中之郷）再任

【問】長野地方法務局大町支局　℡ 

22-0379　　長野地方法務局人権擁

護課　℡ 026-235-6634

池田都市計画区域マスタープラン
変更案の再縦覧について

　長野県では、池田都市計画区域マ

スタープランの見直しを行っていま

す。この「池田都市計画区域の整

備、開発及び保全の方針（池田都市

計画区域マスタープラン）変更案」

に、地域の皆さんのご意見を反映さ

せるため昨年縦覧を行いましたが、

同年 11 月に発生した長野県神城断

層地震を受けて再度の見直しを行っ

たのでこのたび再縦覧します。な

お、期間中は縦覧とともに意見書

（様式任意）を提出することができ

ます。

■縦覧期間　12 月 1 日（火）から

12 月 15 日（火）

■縦覧時間　土・日曜日を除く午前

８時 30 分から午後５時 15 分

■縦覧場所　池田町役場総務課、長

野県都市・まちづくり課、大町建設

事務所整備課、長野県ホームぺージ

■提出先・問い合わせ　　長野県建

設部都市・まちづくり課　℡ 026-

235-7297　　大町建設事務所整備

課　℡ 23-6534　池田町役場総務

課　町づくり推進係　℡ 62-3131

大北地域士業合同無料相談会開催

　士業（税理士、行政書士、司法書

士、土地家屋調査士、社会保険労務

士）による無料の合同相談会を開催

します。

●内容　税金、各種許可申請、各種

登記、相続贈与、土地測量、労務関

係、年金等

●日時　11 月 7 日（土）

午後１時～４時

●会場　大町市総合福祉センター　

（大町市大町 1129）2 階会議室

●その他　申込は不要です。当日、

直接会場へお越しください。

【問】税理士会大町支部　℡ 22-

1611

18 歳以上の引きこもり状態の方と
ご家族を対象にした相談会開催

家の中にいてずっと外出しない、どう

接していけばいいか分からない、誰

にも相談できない。あなたはこんな

悩みを抱えていませんか？大切な家

族が引きこもった時、一緒に生活して

いる家族にも大きな影響があります。

ひきこもりに関する生活と就労の相

談会を開催します。

●日時　12 月 11 日（金）

午後１時 30 分～３時

●場所　池田町福祉会館ごりょうの郷

【問】福祉課福祉係　℡ 61-5000

山﨑　瑚
こ は る

桜 （祐輔・陽子／渋原）

関　　匠
しょうま

真 （貴文・みどり／１丁目）

松田　怜
りょうま

馬（真一・佑香里／坂下）

宮下　敏子	 84		  花　見

西田 きみ	 96		  吾妻町

𠮷原さかえ	 80		  3 丁目

内山　一生	 83		  十日市場

中山八江子	 84		  内　鎌

北原　操子	 88		  1 丁目

（9 月受付分　敬称略）
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内容 日時 受付時間

２か月児育児相談 11月24日(火) 午前９時45分～10時00分

６か月児育児相談 11月20日(金) 午前９時45分～10時00分

７～８か月児健診 11月27日(金) 午後１時00分～１時15分

９～10か月児育児相談 11月17日(火) 午前９時15分～９時30分

１歳３か月児育児学習会 11月９日(月) 午前９時45分～10時00分

２歳６か月児健診 11月25日(水) 午後１時00分～１時15分

３歳児健診 11月20日(金) 午後１時00分～１時15分

離乳食教室 11月26日(木) 午前９時15分～９時30分

赤ちゃんマッサージ 11月９日(月)・30日(月) 午前10時15分～10時30分

四種混合 11月11日(水)

ＢＣＧ 11月19日(木)

ＭＲ混合 11月24日(火)

午後０時45分～１時15分

平成27年１月・２月生

予防
接種

町から通知を受けた方

平成25年４月・５月生

乳幼児健診・予防接種等のお知らせ
対象児・対象者

平成27年９月生

乳幼児
健診 等

場所・連絡先 ： 保健センター　TEL. ６１－５０００
（お子さんの具合が悪くなった等都合で来られない方は電話連絡をお願いします。）

平成26年８月生

平成27年５月・６月生

平成27年３月・４月生

平成24年10月・11月生

１か月健診終了後～７か月くらいまで

平成27年２月・４月・６月生

　土地家屋調査士による無料相談会

を開催します。

●内容　土地の境界に関するトラブル

の悩み、土地建物に関する登記など。

●日時　11 月 28 日（土）

午後 1 時～ 4 時（受付は午後 3 時

30 分まで）

●会場　大町市総合情報センター

（大町市大町 3872-7）

●予約受付　午前 10 時から午後 3

時（土・日・祝日および正午から 1

時までを除く）

●その他　相談は 1 件につき 30 分

【予約・問】長野県土地家屋調査士

会事務局　℡ 026-232-4566

女性と子どもの悩み相談開催

　大町人権擁護委員協議会では、女

性と子どもに関する悩みについて解

決するための相談をお受けします。

●内容　夫からの暴力、離婚、セク

ハラ、いじめ、虐待、体罰など

●日時　11 月 13 日（金）

午前 10 時～午後３時

●場所　長野地方法務局大町支局　

１階会議室

●相談担当者　人権擁護委員

※ 電話での相談も受付けます。相

談は無料で秘密は固く守ります。

【相談・問】大町人権擁護委員協議

会（法務局大町支局）℡ 22-0379

青色決算説明会のご案内
（個人事業主の皆様へ）

　税務署では、個人事業主の皆様の

青色決算書の作成方法や作成に当

たっての注意点などについて、次の

とおり説明会を開催します。

　資料は当日会場で配付し、講師は

税務署が依頼した税理士です。

【問】大町税務署個人課税部門

℡ 22-0410　※自動応答音声による

案内がございますので、２番を選択

してください。

ネパール支援バザーご協力のお礼

　９月５日（土）・６日（日）に行っ

たネパール支援バザーでは、物品の

提供や義援金の寄付、そして商品の

購入など様々な形でご協力いただき

ました。おかげさまで、２日間を通

して義援金を含め計 64,798 円を集

めることができました。 集めたお

金は鉛筆 27 本と一緒に、９月７日

に、NPO 法人日本ネパール友好協

会武本会長に手渡しました。日本ネ

パール友好協会を通じて、ネパール

で活用してもらいます。

　ご協力いただきありがとうござい

ました。

高瀬中学校　3 年 2 組一同

シニア大学公開講座のご案内

　郷土の歴史に興味のある方、シニ

ア大学の講座に関心をお持ちの方は

お気軽にお出かけください。

●日時　12 月 16 日（水）

午前 10 時～正午

●会場　フレンドプラザ大町

２階　会議室

●講座名　善光寺信仰と善光寺街道

●講師　民族・日本思想史家

　　　　田中 欣一　先生

●その他　受講は無料です。

【問】大町合同庁舎内　大町保健福

祉事務所　福祉課　℡ 23-6507

大北地域食育フォーラム開催

　地域のみなさんと食に携わる団体

との交流と食育への理解を深めるた

めに食育フォーラムを開催します。

●日時　11 月 14 日（土）

午後 0 時 45 分～ 3 時 30 分

●場所　松川村　すずの音ホール

●内容　野菜たっぷり料理の試食、

食育クイズ、地元食材の販売　等

講演会『おいしく減塩、たっぷり野

菜～信州 ACE 弁当開発の経験から』

【問】大町保健福祉事務所　健康づ

くり支援課　℡ 23-6526

人権擁護委員に宮沢哲朗さん再任

　法務大臣の委嘱を受けて池田町地

区の人権擁護委員に宮沢哲朗さんが

土地に関する無料相談会開催

対 象 事業所得関係 農業所得関係
開 催 日 12月2日（水） 12月3日（木）
開催時間 午前10時~正午

会 場 池田町
池田町商工会館

大町市
JAアプロード2階
オーロラホール
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期　　日 医療機関名 電話番号

医
　
　
　
科

11月　1日（日）
内 太田医院 62-1010
外 市立大町総合病院 22-0415

11月　3日（祝）
内 あづみ病院 62-3166
外 あづみ病院 62-3166

11月　8日（日）
内 若林医院 62-2105
外 狩谷整形外科医院 22-7788

11月15日（日）
内 松本クリニック 61-5151
外 栗林医院 22-0305

11月22日（日）
内 吉村医院 61-5666
外 西森整形外科 61-1700

11月23日（祝）
内 はーぶの里診療所 62-0210
外 石曽根医院 22-0142

11月29日（日）
内 平林メンタルクリニック 61-1577
外 市立大町総合病院 22-0415

北アルプス平日夜間　小児科・内科救急センター
大町文化会館隣「フレンドプラザ大町」1F

毎週月～土19時～21時
26-6199

内=内科　外=外科

診
療
時
間

■医　科　　午前9時　～　午後5時  
■歯　科　　午前9時　～　正午　（要事前連絡）
■薬　局　　午前9時　～　午後5時30分

期　　日 医療機関名 電話番号

歯 

　
　
科

11月　1日（日） 橘歯科医院 72-5025
11月　3日（祝） 丸山歯科クリニック 62-0648
11月　8日（日） 宮下歯科医院 22-0297
11月15日（日） 岡江歯科医院 62-9888
11月22日（日） 砂田歯科医院 22-0648
11月23日（祝） 竹内歯科医院 62-2151
11月29日（日） 武田歯科医院 72-8060

期　　日 薬　局　名 電話番号

薬
　
　
　
局

11月　1日（日） 白樺薬局 62-0010

11月　3日（祝）
キムラ薬局 62-5210
高瀬薬局 61-5021
フロンティア薬局安曇野店 61-5500

11月　8日（日） 白樺薬局 62-0010
11月15日（日） 高瀬薬局 62-1125

11月22日（日）
すみれ薬局 85-2061
松川とをしや薬局 61-1527

11月23日（祝） スヤマ薬局あいそめ 62-0208
11月29日（日） フロンティア薬局安曇野店 61-5500

■11月の主な行事
期　　日 行　事　名

11月　7日（土） ぐるっといけだ街中散策
11月13日（金） 高瀬中 学習参観日PTAバザー
11月22日（日） 池田町ソフトバレーボール大会
11月23日（祝） 池田町功績者表彰・技能功労者褒章式典
11月28日（土） 会染小地域公開参観日

■11月の納税等
固定資産税（第3期）　　　【納期限11月 30日】
国保税・後期高齢（第5期）【納期限11月 30日】
※口座振替日は 11 月 30 日（月）です。前日までに残高の確認をお願いします。

■人の動き
10月1日現在　（　）内は前月比
●人口　10,273人（△7）　男 4,914人（△1） 女 5,359人（△6）
●世帯数　3,931世帯（+1）

■上水道休日緊急当番店
期　　日 店　　名 電話番号

1 1 月 　1日（日） （有）デラ工房 62-9003
1 1 月 　3日（ 祝 ） （有）アルテ長野 0263-83-6565
1 1 月 　7日（ 土 ） W・S小林設備 0263-62-6222
1 1 月 　8日（日） 安曇さく泉工業（株） 0263-72-4512
11月14日（土） （有）環境クリーンサービス 62-0554
11月15日（日） （有）一本木建設 22-8498
11月21日（土） ヒラタ設備（株） 0263-58-2310
11月22日（日） （株）ピュアハウス 26-1120
11月23日（祝） （株）大北設備 090-3093-4395
11月28日（土） 建設設備 62-5545
11月29日（日） （有）テクノ安曇野 090-7267-6923

■休日の緊急当番医等　(当番機関は変更になる場合があります。確認してから来院してください)

■各種相談窓口
相　談　内　容 開催場所(受付・問い合せ先） 開催日時

子育ての悩み相談　育てにくい子どもの相談
カウンセラー相談　児童虐待相談　DV相談 総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

子ども支援センター ℡ 61-5000 

月曜日～金曜日

午前8時30分
～

午後5時15分

幼児食・栄養・乳房マッサージ・血圧相談など 保健センター ℡ 61-5000 
高齢者総合相談

（介護・虐待・成年後見・その他）
地域包括センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

障がい者への虐待相談
障がい者虐待防止センター ℡ 61-5000 
※時間外及び休日等の場合は役場 ℡62-3131 にて受付

身体・知的・精神の各障害や生活など
総合福祉センター(福祉係） ℡ 61-5000 

大北圏域障害者総合支援センター ℡ 26-3855 
こども教育相談室 教育会館 ℡ 61-1430 
消費生活トラブル相談

役場本庁舎　住民課生活環境係 ℡ 62-2203 
多重債務（借金）相談 毎週火・木曜日（要予約）
自殺予防　長野いのちの電話 社会福祉法人長野いのちの電話　　　　　℡ 0263-29-1414 午前11時～午後10時（年中無休）

あすなろ会（自死遺族交流会） 長野市内
（長野県精神保健福祉センター） ℡ 026-227-1810 毎月第2土曜日

午後1時30分～3時30分

依存症家族グループミーティング
（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

長野県精神保健福祉センター ℡ 026-227-1810

毎月第2・4木曜日
午後1時30分～3時30分

依存症当事者グループミーティング
（ギャンブル・薬物・アルコール依存症の方）

毎月第1・3火曜日
午後1時30分～3時30分

青年期グループ（高校生以上から39歳ぐらい
までの社会的な活動の機会が少ない方）

毎月第2・4水曜日
午後2時30分～4時30分


